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定
例
法
座
傭
一
H

◎
八
月
十
一
日
(
祝
)
午
後
四
時
於
本
畠
本
堂

※
昨
今
の
気
候
変
動
に
よ
る
猛
暑
の
た
め
、

う

ら
ぼ
ん
え

か
ん
ぎ

え

孟
蘭
盆
会
(
歓
喜
会
)
朱
八
月
定
例
法
座
峯
は
、

午
後
四
時
か
ら
行
い
ま
す
。

穀

じ
ゅ
う
せ
い

げ

り
つ
き
ょ
く

寺
午
後
四
時

法
要

午
後
四
時
半

法

話

(
※
法
輪
会
館
に
移
動
)

番

「
呼
び
か
け
ら
れ
て
安
心
が
生
ま
れ
る
」

刊
午
後
五
時

報
恩
堂
お
盆
勤
行
(
永
代
納
骨
報
恩
堂
前
)

月

※
雨
天
中
止

※
酷
暑
で
ご
ざ
い
ま
す
。
参
拝
に
当
た
っ
て
は
ご
自
身
の
体
調
を
最
優
先
に
。

普
令
春
日
部
だ
よ
り
命
令

『
◎
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
.
今

門
年
は
六
月
に
真
夏
日
(
最
高
気
温
団
度

「
以
上
)
と
な
る
な
ど
、
昨
年
に
も
増
し
て
酪

'
暑
の
毎
日
が
読
き
ま
す
.
知
ら
ず
知
ら

ー
ず
に
身
体
へ
の
負
担
も
蓄
積
し
て
い
ま

す
.
水
分
補
給
と
空
調
使
用
を
忘
れ
ず
、

[
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
ほ
ど
を
.

『
◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た

「
め
中
止
古
れ
て
い
た
毎
年
八
月
二
日
恒

例
、
箱
橙
神
社
蜆
鸞
聖
人
慈
悲
の
像
前

:
「
戦
没
学
徒
追
悼
法
要
」
が
昨
年
よ
り

「
再
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
.
本
年
も
箱
根

:
神
社
の
神
事
の
後
、
築
地
本
願
寺
か
ら

[
出
廟
頂
い
た
導
師
の
も
と
浄
土
真
宗
の

:
勤
行
.
続
い
て
立
正
佼
成
舎
小
田
原
支

部
の
お
勤
め
が
あ
り
、
終
了
後
、
住
職
が

「
法
話
を
い
た
し
ま
し
た
.
元
箱
根
の
杜
は

下
界
の
気
温
よ
り
四
～
五
度
低
く
、
日

没
後
は
空
調
な
し
で
も
過
ご
せ
る
と
長

『
年
勤
め
て
お
ら
れ
る
禰
宜
さ
ん
が
仰
っ
て

[
い
ま
し
た
.
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
.
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※
九
月
は
、
代
官
山
寺
カ
フ
ェ
を
会
場

に
行
い
ま
す
。
日
時
九
月
七
日
(
土
)
午

後
六
時
～
七
時
半
。
席
料
五
〇
〇
円
+

お
飲
み
物
を
一
つ
オ
ー
ダ
ー
し
て
下
さ

い
。
テ
ー
マ
は
、
『
極
小
微
塵
の
中
に
広

輪番

・,,'界大
&

6
鴫一一連

棘 すの
・世
界

脊
有
り

2. -,,.
:.*,''~

潰

華
) ● 一 一 番 ・ 簾 亀 酋 ′

!
宗
派
を
問
わ
ず
大
乗
仏
教
の
構
造
を
理
解

し
た
い
方
の
た
め
の
講
座
で
す
。
お
し
の
ぎ

の
精
進
お
そ
う
め
ん
(
変
わ
り
汗
三
種
を
食

べ
比
べ
)
を
お
出
し
し
ま
す
。
お
昼
ご
飯
は

軽
め
も
し
く
は
取
ら
ず
に
お
越
し
く
だ
さ

次
回
、
八
月
一
一
十
四
日
(
土
)

第
八
回
(
補
講
皿
)

「
華
厳
(
芥
子
の
実
一
粒
に
大
宇
宙
有
り
)
」

午
後
一
時

お
そ
う
め
ん
食
べ
比
べ

午
後
一
時
半
～
三
時

講
義

場
所
:
善
巧
寺
法
輪
会
館

会
費
:
五
o
o
円(
お
し
の
ぎ
・
資
料
代
)

※
補
講
含
め
針
五
回
参
加
さ
れ
た
方
に
は

も
れ
な
く
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

◎
七
月
お
盆
参
詣
で
は
、
東
京
神
奈
川
の
ご

門
徒
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
熱
中
痙
に
も
な
ら
ず
無

事
お
勤
め
を
果
た
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

.J ).

」

み
ほ
と
け
会
月
例

誉
・
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
ー
ァ
ィ
プ
ブ

魁
r
-
仁
教
塾

開
催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午
後
八
時
開
始
・
九
時
す
ぎ
終
了

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

』
の
諜
匠
皿
の
峠
⑬
暦
ヨ
0
3
F
o
o
ヨ
ま
で


